
安
倍
首
相
は
４
月
７
日
の
参

議
院
運
営
委
員
会
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
に

名
を
借
り
、
与
野
党
の
枠
を
超

え
た
「
改
憲
」
議
論
の
期
待
を

表
明
し
、
そ
の
厚
顔
無
恥
を
さ

ら
け
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
民
党
憲
法
改
正
推

進
本
部
は
４
月
10
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
を
通
じ
て
、

自
党
の
改
憲
項
目
の
一
つ
で
あ

る
緊
急
事
態
条
項
の
新
設
の
た

め
の
改
憲
を
改
め
て
確
認
し
、

国
会
で
の
論
議
を
始
め
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

自
民
党
は
２
０
１
８
年
３
月

に
改
憲
４
項
目
案
を
発
表
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
憲
法
９
条
に

自
衛
隊
を
明
記
、
非
常
事
態
条

項
の
新
設
、
参
議
院
選
挙
区
の

合
区
解
消
、
教
育
の
無
償
化
の

４
つ
で
す
。
自
衛
隊
の
明
記
以

外
、
こ
の
３
項
目
は
現
在
の
法

体
系
と
施
策
の
充
実
で
可
能
な

も
の
で
あ
り
改
憲
の
必
要
が
全

く
な
い
も
の
で
す
。

す
で
に
自
民
党
は
２
０
１
２

年
４
月
に
「
日
本
国
憲
法
改
正

草
案
」
（
以
下
「
改
正

草
案
」
）

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
草
案
の
根
底
に
流
れ
る

思
想
は
日
本
を
国
家
優
先
の
国

に
変
え
、
「
国
民
主
権
・
基
本

的
人
権
の
尊
重
・
平
和
主
義
」

の
憲
法
３
原
則
の
否
定
で
す
。

今
、
日
本
社
会
に
必
要
な
こ

と
は
、
コ
ロ
ナ
問
題
で
深
刻
な

格
差
と
貧
困
、
医
療
問
題
な
ど

に
、
憲
法
に
示
さ
れ
た
各
条
項

を
生
か
す
こ
と
で
す
。

安
倍
首
相
と
自
民
党
が
画
策

す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

の
非
常
事
態
宣
言
を
突
破
口
と

し
た
改
憲
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

自
民
党
の
改
憲
草
の
根
運
動

を
凌
駕
す
る
、
改
憲
反
対
の
運

動
を
更
に
強
め
ま
し
ょ
う
。
憲

法
を
守
り
生
か
す
全
て
の
勢
力

が
団
結
し
、
安

倍
改
憲
を
止
め

ま
し
ょ
う
。
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憲法施行73年 コロナを利用した改憲は許さない

自
民
党

緊
急
事
態
条
項
か
ら
改
憲
を
狙
う

日
本
国
憲
法
は
５
月
３
日
、

施
行
73
年
を
迎
え
ま
す
。
日

本
国
憲
法
は
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
の
深
い
反
省
と
教
訓

に
よ
り
生
ま
れ
、
日
本
社
会

の
礎
と
な
り
今
日
に
至
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
安
倍
内
閣

が
誕
生
し
て
以
来
、
改
憲
の

危
機
は
続
き
、
今
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
を

悪
用
し
た
改
憲
の
動
き
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
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憲
法
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
生
か
そ
う

改
憲
で
憲
法
３
原
則
を
否
定

緊
急
事
態
条
項
か
ら
改
憲
突
破

日
本
国
憲
法

前
文

１
９
４
６
年
11
月
３
日
公
布

１
９
４
７
年
５
月
３
日
施
行

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代

表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫
の
た

め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、
わ
が
国
全
土

に
わ
た
つ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政
府
の

行
為
に
よ
つ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い

や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存

す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。
そ
も
そ

も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
権
威
は
国
民
に
由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表

者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受

す
る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法
は

か
か
る
原
理
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に

反
す
る
一
切
の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
。

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の

関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深
く
自
覚
す
る
の
で
あ

つ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し

て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
。

わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧
迫
と
偏

狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
ゐ
る
国
際

社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。

わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠

乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、

自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
つ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も

の
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を

維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責

務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て

こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
誓
ふ
。


